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人
事
交
流

　

当
連
合
会
と
各
商
工
会
は
四
月
一
日
付

で
職
員
の
定
期
人
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、引
き
続
き
前
任
者
と
同
様
に
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
（
４
月
１
日
）▽
三
鷹
・
事
務
局
長
（
都

連
・
地
域
振
興
課
長
・
專
経
）
村
野
哲

也
▽
三
鷹
・
主
事
・
経
指
（
三
鷹
・一
般
職
・

補
助
）
吉
田
千
尋
▽
三
鷹
・
一
般
職
・
補

助
員
（
三
鷹
・
一
般
職
・
記
専
）
海
老
澤

秀
明
▽
三
鷹
・
一
般
職
・
記
専
（
三
鷹
・

一
般
職
・
一
般
）
石
井
隆
司

　

▽
国
分
寺
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
（
国

分
寺
市
・
係
長
・
経
指
）
酒
井
一
成
▽
国

分
寺
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新
規
採
用
）

吉
田
直
哉
▽
日
野
市
・
課
長
補
佐
・
経

指
（
日
野
市
・
指
導
係
長
・
経
指
）
植

竹
規
悦
▽
清
瀬
・
主
事
・
経
指
（
西
東
京
・

一
般
職
・
補
助
員
）
谷
口
光
輝
▽
小
平
・

課
長
・
経
指
（
西
東
京
・
課
長
・
経
指
）

設
楽
正
広
▽
小
平
・
係
長
・
経
指
（
小
平
・

主
任
・
経
指
）
尾
山
ひ
ろ
み

　

▽
西
東
京
・
課
長
・
経
指
（
都
連
・

組
織
支
援
課
課
長
補
佐
・
商
指
）
竹
内

通
孝
▽
西
東
京
・
係
長
・
経
指
（
西
東
京
・

主
任
・
経
指
）
菅
原
康
宏
▽
西
東
京
・

主
任
・
経
指
（
西
東
京
・
主
事
・
経
指
）

小
林
稔
▽
西
東
京
・
主
事
・
補
助
員
（
調

布
市
・
主
事
・
補
助
員
）
荒
牧
広
美
▽

狛
江
市
・
主
任
・
記
専
（
狛
江
市
・
主
事
・

記
専
）
菊
地
さ
と
み

　

▽
調
布
市
・
商
工
振
興
係
長
・
経
指
（
調

布
市
・
主
任
・
経
指
）
小
山
崇
▽
調
布
市
・

主
事
・
経
指
（
都
連
・
地
域
振
興
課
・

研
修
生
）
溝
渕
慎
之
輔
▽
調
布
市
・
一
般

４月１日に行われた辞令交付式。
辞令は会長から一人ひとりに手
渡されました。

新事務局長新事務局長

前田濱子
（新島村）

峰尾達雄
（稲城市）

伊藤清
（瑞穂町）

村野哲也
（三鷹）

職
・
補
助
員
（
調
布
市
・
一
般
職
・
記
専
）

吉
川
和
良
▽
調
布
市
・
一
般
職
・
記
専
（
国

分
寺
市
・
一
般
職
・
記
専
）
山
本
浩
司

　

▽
福
生
市
・
係
長
・
経
指
（
あ
き
る
野
・

主
任
・
経
指
）
森
田
陽
一
▽
福
生
市
・
一

般
職
・
補
助
員
（
福
生
市
・
一
般
職
・
記
専
）

竹
田
剛
▽
福
生
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新

規
採
用
）
竹
内
貴
之
▽
東
村
山
市
・
業
務

課
長
・
経
指
（
清
瀬
・
課
長
補
佐
）
仲
根

秀
和
▽
東
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
（
武

蔵
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
）
多
田
満

　

▽
国
立
市
・
一
般
職
・
記
専
（
国
立
市
・

一
般
職
・
一
般
）
西
家
徹
▽
国
立
市
・
一

般
職
・
一
般
（
新
規
採
用
）
鈴
木
俊
介
▽

あ
き
る
野
・
主
事
・
経
指
（
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
補
助
員
）
齊
藤
政
幸
▽
あ
き
る

野
・
経
指
・
一
般
職
・
補
助
員
（
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
一
般
）
仲
條
元
太
▽
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
一
般
（
新
規
採
用
）
渡
部
順
一

▽
武
蔵
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新
規

採
用
）
清
水
正
樹

　

▽
稲
城
市
・
事
務
局
長
（
瑞
穂
町
・

事
務
局
長
）
峰
尾
達
雄
▽
稲
城
市
・
課

長
補
佐
・
経
指
（
稲
城
市
・
指
導
係
長
・

経
指
）
石
坂
裕
二
▽
羽
村
市
・
課
長
補
佐
・

経
指
（
羽
村
市
・
係
長
・
経
指
）
酒
本

幸
宏
▽
羽
村
市
・
主
任
・
経
指
（
羽
村
市
・

主
事
・
経
指
）
遠
藤
俊
昭

　

▽
瑞
穂
町
・
事
務
局
長
（
東
村
山
市
・

業
務
課
長
）
伊
藤
清
▽
昭
島
市
・
業
務

係
長
・
経
指
（
調
布
市
・
商
工
振
興
係
長
・

経
指
）
池
谷
主
税

　

▽
新
島
村
・
事
務
局
長　

前
田
濱
子

　

▽
都
連
・
地
域
振
興
課
長
・
専
経
（
昭

島
市
・
業
務
係
長
・
経
指
）
海
和
将
也

▽
都
連
・
組
織
支
援
課
課
長
補
佐
・
商

指
（
小
平
・
係
長
・
経
指
）
吉
岡
正
▽
都
連
・

総
務
課
主
任
・
商
指
（
総
務
課
主
事
・

商
指
）
石
川
善
則
▽
都
連
・
地
域
振
興
課
・

研
修
生（
東
村
山
市
・一
般
職
・
記
専
）佐
々

木
規
之
▽
都
連
・
総
務
課
長
・
商
指　

中
村
幸
夫

　
【
退
職
】　
（
３
月
31
日
）
三
鷹
・
事
務

局
長
＝
定
年
退
職
＝
高
橋
幸
雄
、
三
鷹
・

主
事
・
経
指　

佐
野
良
子
、
福
生
市
・
一

般
職
補
助
員　

諏
佐
洋
、
国
立
市
・
一
般

職
・
記
専　

小
山
正
好
、
稲
城
市
・
事

務
局
長
＝
定
年
退
職
＝
山
崎
実
、
新
島

村
事
務
局
長
＝
定
年
退
職
＝
岩
本
泉
、

都
連
・
総
務
課
長
・
商
指　

安
田
弘

　
（
4
月
15
日
）
大
島
町
・
一
般
・
記
専

鶴
崎
寛
子

①
専
経
は
専
門
経
営
指
導
員 

②
商
指
は
商

工
会
指
導
員 

③
経
指
は
経
営
指
導
員 

④
記

専
は
記
帳
専
任
職
員―

の
略
で
す
。
市
町

村
名
は
商
工
会
名
で
す
。

ないよう

たま工業交流展

▼第7回たま工業交流展は138企業・学校・団体が出展をし
ました。超精密部品の加工企業やハイテク機器のメーカーが揃
い、多摩の技術レベルの高さを改めて感じさせていました ▼青
年部連合会40周年記念事業の「企業PRフェア」は41企業・
青年部が出展。幟を立てたり、壁にポスターを貼ったりして商
品や、事業のPRに力を入れました ▼東大和市商工会の“やま
と塾”「珈琲の淹れ方講座」では豆、器具、温度など一つひと
つを店主が説明。受講者はこれまでの淹れ方との違いに驚いた
り、納得したりしていました。 （５面、６面参照）

19年度  第2回臨時総会を開催

▲ 商工会長らがずらりと顔を揃えた  たま工業交流展のオープニングセレモニー　

▲ 部員ががっちりスクラムを組んで取り組んだ青年部連合会の40周年記念式典　

▲ 終始、和やかな雰囲気に包まれた東大和市商工会の“やまと塾”「珈琲の淹れ方講座」　

第７回

八丈島で「島嶼地域活性化懇談会」を開催
● 新商工会長・商工会会長紹介
● 2日間で約１万人が来場　第7回たま工業交流展
● 40周年記念事業を挙行　青年部連合会
● 東大和市商工会のミニカルチャースクール「やまと塾」が好評
● 多摩地域商工会エリアの景況
● 多摩・島しょ地域のイベント　大特集Part20

● 

● 

● 

当連合会の窓口で「経営革新計画」の相談や
申請が可能に

都青連40周年記念事業
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「
時
代
へ
の
即
応
は

こ
れ
か
ら
が
勝
負
」

「
時
代
へ
の
即
応
は

こ
れ
か
ら
が
勝
負
」

桂会長

事
業
計
画
並
び
に
同
事
業
特
別
会
計
予
想

損
益
計
算
書
に
関
す
る
件
、
同
事
業
特
別

会
計
借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借
入
先

金
融
機
関
決
定
に
関
す
る
件
、
東
京
都
商

　

承
認
を
得
た
議
案
は
事
業
計
画
・
一
般

会
計
収
支
予
算
、
役
員
の
補
欠
選
任
の
ほ

か
に
、
常
勤
役
員
の
報
酬
限
度
額
に
関
す

る
件
、
一
般
会
計
借
入
金
最
高
限
度
額
並

び
に
借
入
先
金
融
機
関
決
定
に
関
す
る

件
、
当
連
合
会
・
東
京
都
小
規
模
事
業

経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
特
別
会
計
収

支
予
算
書
に
関
す
る
件
、
商
工
貯
蓄
共
済　

経
営
革
新
計
画
の
申
請
受
け
付
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
都
庁
の
産
業
労
働
局
商
工
部
ま
で
足

を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
二
十
年
四
月
よ
り
多
摩
地
域
の
申
請
者
は
当
連
合

会
（
立
川
市
）
の
窓
口
で
相
談
や
申
請
が
可
能
と
な
り
、
便
利
に
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
申
請
か
ら
承
認
ま
で
の
フ
ロ
ー
図
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

当
連
合
会
は
三
月
二
十
七
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
十
九
年
度
第
二
回

臨
時
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
・
一
般
会
計
収
支
予
算
、
役
員
の

補
欠
選
任
な
ど
提
出
し
た
九
議
案
全
て
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
「
会
員
増
強
運
動
の
支
援
」、「
商
工
会
等
の
更
な
る
改
革
実
行
」
な
ど
十
一
事

業
を
重
点
に
し
、
事
業
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
役
員
の
補
欠
選
任
で
は
坂

爪
正
二
専
務
理
事
が
三
月
で
退
任
、
後
任
に
東
京
都
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
長
谷
川

登
氏
を
選
び
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
「
東
京
都
と
単
位
商
工
会
会
長
と
の
施
策
等

の
協
議
を
す
る
場
を
二
十
年
度
に
設
け
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
を
受
け
て
東
京
都

に
実
現
を
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
増
強
運
動
の
支
援
な
ど

の
重
点
事
業
を
推
進

20年度事業計画・一般会計収支予算など９議案全てを全会一致で承認

工
会
等
職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特

別
会
計
収
支
予
算
書
に
関
す
る
件
、
同
借

入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借
入
先
金
融
機

関
決
定
に
関
す
る
件―

で
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
前
年
度

比
九
百
五
十
九
万
六
千
円
増
の
三
億
七
千

四
百
七
十
九
万
九
千
円
、
東
京
都
小
規

模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
特
別

会
計
の
予
算
額
は
同
七
万
三
千
円
減
の
七

億
二
千
百
三
十
九
万
三
千
円
で
す
。

　

補
助
金
特
別
会
計
は
当
連
合
会
が
一
括

申
請
・
受
け
入
れ
を
し
て
多
摩
地
区
二
十

一
商
工
会
へ
交
付
を
し
ま
す
。

　

総
会
は
平
畑
文
興
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
挨
拶
に
立
っ
た
桂
・
当
連
合
会

会
長
は
①
会
員
減
少
へ
の
対
応
②
市
長
村

合
併
に
よ
る
、
商
工
会
と
会
議
所
の
二
つ

の
商
工
団
体
併
存
へ
の
対
応
③
中
小
企
業

支
援
策
立
案
並
び
に
商
工
会
会
員
会
費
の

課
題
と
あ
り
方―

な
ど
全
国
商
工
会
連
合

会
な
ど
で
議
論
さ
れ
て
い
る
商
工
会
を
取

り
巻
く
課
題
を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
商
工

会
も
時
代
の
向
く
方
向
を
考
え
な
が
ら
、

そ
こ
に
即
応
し
て
ど
う
存
続
さ
せ
て
い
く

か
は
こ
れ
か
ら
の
勝
負
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
塚
久
敏
・
清
瀬
商
工
会
会
長

を
議
長
に
選
び
、
議
案
を
同
議
長
の
進
行

の
も
と
審
議
。
九
議
案
全
て
を
全
会
一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。
た
だ
、
事
業
計
画
で

東
京
都
と
の
協
議
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い

当
連
合
会
の
窓
口
で「
経
営
革
新
計
画
」の

専務理事に
新しく就任した
長谷川登氏

挨拶をする桂敎夫会長

11

４
月
か
ら
受
付
け
を
開
始

と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
桂
会
長
は
「
良

い
提
案
だ
と
思
う
。
東
京
都
と
折
衝
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。
最
後
に

神
石
實
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総

会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
専

務
就
任
が
決
ま
っ
た
長
谷
川
氏
は
同
会
で

挨
拶
に
立
ち
「
商
工
会
の
会
長
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
ま
た
、

坂
爪
正
二
専
務
理
事
は
「
五
年
間
と
い
う

の
は
大
き
な
社
会
変
革
の
時
代
だ
っ
た
」

と
退
任
挨
拶
、
在
職
期
間
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
東
京
都
の
事
業
で
あ
る

「
経
営
革
新
」
に
つ
い
て
、
当
連
合
会
が
受

付
業
務
を
新
た
に
行
う
よ
う
に
す
る
の
に

加
え
（
別
掲
）、
国
の
「
経
営
支
援
拠
点
事

業
」
に
取
り
組
む
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

拠
点
事
業
の
実
施
に
よ
り
①
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
経
営
管
理
②
知
的
資
産
経
営
③
経

営
革
新
④
地
域
資
源
活
用
⑤
創
業
支
援

⑥
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
⑦
事
業
承
継
支
援

―

の
各
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
、
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

一
、
会
員
増
強
運
動
の
支
援　

二
、
商
工
会
等
の
更
な
る
改
革
実
行　

三
、
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
推
進　

四
、
財
政
基
盤
の
強
化　

五
、
商
工
会
と
の
連
携
と
支
援
の
強
化　

六
、
経
営
指
導
員
等
の
意
識
改
革
を
目
指
し

た
研
修
の
実
施　

七
、
経
営
革
新
支
援
事
業
の
充
実
強
化　

八
、
多
摩
地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の

商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

九
、
島
嶼
地
域
の
産
業
振
興
策
の
推
進

十
、
高
度
・
専
門
化
・
多
様
化
す
る
小
規
模

事
業
者
へ
の
相
談
事
業
の
充
実

十
一
、
政
策
提
言
及
び
意
見
活
動

＊（
新
規
）東
京
都
商
工
会
連
合
会（
立
川
市
）……

…
…
…
…
…
…
…
…

＊（
新
規
）（
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社（
千
代
田
区
）……

…
…
…

＊（
従
前
通
り
）東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
経
営
支
援
課（
新
宿
区
）…

重点事業
20年度

20年度の重点事業は
以下の通りです。

「
申
請
受
付
窓
口
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
経
営
革
新
計
画
と
は
、
中
小
企
業
の
新
た
な

取
り
組
み
、
す
な
わ
ち
新
商
品
の
開
発
や
生
産
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
営

の
向
上
を
図
る
場
合
、
申
請
書
を
提
出
し
、
東

京
都
が
承
認
を
す
る
制
度
で
す
。
承
認
さ
れ
る
と
、

低
利
融
資
や
信
用
保
証
の
別
枠
設
定
、
設
備
投

資
減
税
な
ど
の
支
援
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

経
営
革
新
計
画
の
提
出
・
承
認
を
受
け
る
の
に

際
し
て
は
、
事
前
に
経
営
計
画
の
内
容
を
窓
口

で
相
談
し
、
意
見
を
受
け
た
後
、
計
画
の
申
請

書
を
東
京
都
の
審
査
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

中
小
企
業
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

支
援
申
込

結
果
通
知

審
査
会

都
へ
提
出
・
引
継
ぎ

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
現
地
調
査
等

申
請
書
受
付

書
類
作
成

申
請
者
問
合
せ

商工会連合会 東京都

経営革新計画申請～承認までのフロー図

相
談
や
申
請
が
可
能
に
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臨時総会を開催第2回19年度

坂
爪
正
二
専
務
理
事
の
後
任
に
長
谷
川
登
氏
を
選
任
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「
時
代
へ
の
即
応
は

こ
れ
か
ら
が
勝
負
」

「
時
代
へ
の
即
応
は

こ
れ
か
ら
が
勝
負
」

桂会長

事
業
計
画
並
び
に
同
事
業
特
別
会
計
予
想

損
益
計
算
書
に
関
す
る
件
、
同
事
業
特
別

会
計
借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借
入
先

金
融
機
関
決
定
に
関
す
る
件
、
東
京
都
商

　

承
認
を
得
た
議
案
は
事
業
計
画
・
一
般

会
計
収
支
予
算
、
役
員
の
補
欠
選
任
の
ほ

か
に
、
常
勤
役
員
の
報
酬
限
度
額
に
関
す

る
件
、
一
般
会
計
借
入
金
最
高
限
度
額
並

び
に
借
入
先
金
融
機
関
決
定
に
関
す
る

件
、
当
連
合
会
・
東
京
都
小
規
模
事
業

経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
特
別
会
計
収

支
予
算
書
に
関
す
る
件
、
商
工
貯
蓄
共
済　

経
営
革
新
計
画
の
申
請
受
け
付
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
都
庁
の
産
業
労
働
局
商
工
部
ま
で
足

を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
二
十
年
四
月
よ
り
多
摩
地
域
の
申
請
者
は
当
連
合

会
（
立
川
市
）
の
窓
口
で
相
談
や
申
請
が
可
能
と
な
り
、
便
利
に
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
申
請
か
ら
承
認
ま
で
の
フ
ロ
ー
図
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

当
連
合
会
は
三
月
二
十
七
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
十
九
年
度
第
二
回

臨
時
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
・
一
般
会
計
収
支
予
算
、
役
員
の

補
欠
選
任
な
ど
提
出
し
た
九
議
案
全
て
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
「
会
員
増
強
運
動
の
支
援
」、「
商
工
会
等
の
更
な
る
改
革
実
行
」
な
ど
十
一
事

業
を
重
点
に
し
、
事
業
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
役
員
の
補
欠
選
任
で
は
坂

爪
正
二
専
務
理
事
が
三
月
で
退
任
、
後
任
に
東
京
都
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
長
谷
川

登
氏
を
選
び
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
「
東
京
都
と
単
位
商
工
会
会
長
と
の
施
策
等

の
協
議
を
す
る
場
を
二
十
年
度
に
設
け
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
を
受
け
て
東
京
都

に
実
現
を
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
増
強
運
動
の
支
援
な
ど

の
重
点
事
業
を
推
進

20年度事業計画・一般会計収支予算など９議案全てを全会一致で承認

工
会
等
職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特

別
会
計
収
支
予
算
書
に
関
す
る
件
、
同
借

入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借
入
先
金
融
機

関
決
定
に
関
す
る
件―

で
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
前
年
度

比
九
百
五
十
九
万
六
千
円
増
の
三
億
七
千

四
百
七
十
九
万
九
千
円
、
東
京
都
小
規

模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
特
別

会
計
の
予
算
額
は
同
七
万
三
千
円
減
の
七

億
二
千
百
三
十
九
万
三
千
円
で
す
。

　

補
助
金
特
別
会
計
は
当
連
合
会
が
一
括

申
請
・
受
け
入
れ
を
し
て
多
摩
地
区
二
十

一
商
工
会
へ
交
付
を
し
ま
す
。

　

総
会
は
平
畑
文
興
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
挨
拶
に
立
っ
た
桂
・
当
連
合
会

会
長
は
①
会
員
減
少
へ
の
対
応
②
市
長
村

合
併
に
よ
る
、
商
工
会
と
会
議
所
の
二
つ

の
商
工
団
体
併
存
へ
の
対
応
③
中
小
企
業

支
援
策
立
案
並
び
に
商
工
会
会
員
会
費
の

課
題
と
あ
り
方―

な
ど
全
国
商
工
会
連
合

会
な
ど
で
議
論
さ
れ
て
い
る
商
工
会
を
取

り
巻
く
課
題
を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
商
工

会
も
時
代
の
向
く
方
向
を
考
え
な
が
ら
、

そ
こ
に
即
応
し
て
ど
う
存
続
さ
せ
て
い
く

か
は
こ
れ
か
ら
の
勝
負
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
塚
久
敏
・
清
瀬
商
工
会
会
長

を
議
長
に
選
び
、
議
案
を
同
議
長
の
進
行

の
も
と
審
議
。
九
議
案
全
て
を
全
会
一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。
た
だ
、
事
業
計
画
で

東
京
都
と
の
協
議
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い

当
連
合
会
の
窓
口
で「
経
営
革
新
計
画
」の

専務理事に
新しく就任した
長谷川登氏

挨拶をする桂敎夫会長

11

４
月
か
ら
受
付
け
を
開
始

と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
桂
会
長
は
「
良

い
提
案
だ
と
思
う
。
東
京
都
と
折
衝
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。
最
後
に

神
石
實
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総

会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
専

務
就
任
が
決
ま
っ
た
長
谷
川
氏
は
同
会
で

挨
拶
に
立
ち
「
商
工
会
の
会
長
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
ま
た
、

坂
爪
正
二
専
務
理
事
は
「
五
年
間
と
い
う

の
は
大
き
な
社
会
変
革
の
時
代
だ
っ
た
」

と
退
任
挨
拶
、
在
職
期
間
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
東
京
都
の
事
業
で
あ
る

「
経
営
革
新
」
に
つ
い
て
、
当
連
合
会
が
受

付
業
務
を
新
た
に
行
う
よ
う
に
す
る
の
に

加
え
（
別
掲
）、
国
の
「
経
営
支
援
拠
点
事

業
」
に
取
り
組
む
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

拠
点
事
業
の
実
施
に
よ
り
①
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
経
営
管
理
②
知
的
資
産
経
営
③
経

営
革
新
④
地
域
資
源
活
用
⑤
創
業
支
援

⑥
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
⑦
事
業
承
継
支
援

―

の
各
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
、
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

一
、
会
員
増
強
運
動
の
支
援　

二
、
商
工
会
等
の
更
な
る
改
革
実
行　

三
、
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
推
進　

四
、
財
政
基
盤
の
強
化　

五
、
商
工
会
と
の
連
携
と
支
援
の
強
化　

六
、
経
営
指
導
員
等
の
意
識
改
革
を
目
指
し

た
研
修
の
実
施　

七
、
経
営
革
新
支
援
事
業
の
充
実
強
化　

八
、
多
摩
地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の

商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

九
、
島
嶼
地
域
の
産
業
振
興
策
の
推
進

十
、
高
度
・
専
門
化
・
多
様
化
す
る
小
規
模

事
業
者
へ
の
相
談
事
業
の
充
実

十
一
、
政
策
提
言
及
び
意
見
活
動

＊（
新
規
）東
京
都
商
工
会
連
合
会（
立
川
市
）……

…
…
…
…
…
…
…
…

＊（
新
規
）（
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社（
千
代
田
区
）……

…
…
…

＊（
従
前
通
り
）東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
経
営
支
援
課（
新
宿
区
）…

重点事業
20年度

20年度の重点事業は
以下の通りです。

「
申
請
受
付
窓
口
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
経
営
革
新
計
画
と
は
、
中
小
企
業
の
新
た
な

取
り
組
み
、
す
な
わ
ち
新
商
品
の
開
発
や
生
産
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
営

の
向
上
を
図
る
場
合
、
申
請
書
を
提
出
し
、
東

京
都
が
承
認
を
す
る
制
度
で
す
。
承
認
さ
れ
る
と
、

低
利
融
資
や
信
用
保
証
の
別
枠
設
定
、
設
備
投

資
減
税
な
ど
の
支
援
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

経
営
革
新
計
画
の
提
出
・
承
認
を
受
け
る
の
に

際
し
て
は
、
事
前
に
経
営
計
画
の
内
容
を
窓
口

で
相
談
し
、
意
見
を
受
け
た
後
、
計
画
の
申
請

書
を
東
京
都
の
審
査
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

中
小
企
業
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

支
援
申
込

結
果
通
知

審
査
会

都
へ
提
出
・
引
継
ぎ

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
現
地
調
査
等

申
請
書
受
付

書
類
作
成

申
請
者
問
合
せ

商工会連合会 東京都

経営革新計画申請～承認までのフロー図

相
談
や
申
請
が
可
能
に
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臨時総会を開催第2回19年度

坂
爪
正
二
専
務
理
事
の
後
任
に
長
谷
川
登
氏
を
選
任
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二
十
年
度
の
島
嶼
活
性
化
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
替

わ
っ
て
新
た
に
「
島
嶼
地
域
活
性
化
懇

談
会
事
業
」
を
実
施
し
た
い
、
と
事
務

局
か
ら
提
案
が
行
わ
れ
、
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
間
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
に
島
の

行
政
、
漁
協
、
農
協
、
観
光
協
会
な
ど

主
要
機
関
ト
ッ
プ
が
商
工
会
の
呼
び
か

け
で
一
堂
に
会
し
、
ま
ち
お
こ
し
、
産

業
振
興
に
つ
い
て
議
論
を

し
合
う
と
い
う
も
の
で

す
。
多
摩
地
域
で
は
東
村

山
市
商
工
会
、
小
平
商
工

会
、
西
東
京
商
工
会
が
開

い
て
お
り
、
い
わ
ば
、
こ

の
島
し
ょ
版
と
な
り
ま

す
。

　

開
催
場
所
に
つ
い
て
は

商
工
会
が
島
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
八
丈
町
で
行
う
こ
と
が

　
「
連
携
と
販
路
拡
大　

多
摩
か
ら
始
ま

る
モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
多
摩
地
域

の
中
小
企
業
の
も
つ
優
れ
た
技
術
や
製
品

を
一
堂
に
展
示
す
る
「
第
七
回
た
ま
工
業

交
流
展
」
が
二
月
二
十
二
、
二
十
三
の
両

日
、
立
川
市
内
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
み

ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
花
み
ど
り
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
企
画
展
示
、
基
調
講
演

会
、
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

何
と
か
掴
も
う
、
と
二
日
間
で
約
一
万
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

企
画
展
示
に
は
百
四
十
ブ
ー
ス
に
百
三

十
八
企
業
・
学
校
・
団
体
が
出
展
を
し
、

環
境
関
連
分
野
、
機
械
・
金
属
・
電
気

機
器
分
野
、
学
校
関
連
・
協
力
団
体
、

情
報
関
連
・
ソ
フ
ト
開
発
分
野
、
そ
の
他

製
造
業
と
展
示
は
広
範
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
連
合
会
も
一
ブ
ー
ス
を
使
っ
て

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
一
部
、
経
営
相

談
、
創
業
相
談
な
ど
に
応
じ
る
と
と
も
に

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
行
っ
た
基
調
講

演
会
で
は
葉
千
栄
・
東
海
大
学
教
授
が「
中

国
経
済
の
現
況
と
日
本
の
企
業
」、
田
上

勝
俊
・
元
本
田
技
術
研
究
所
常
務
が
「
感

　

当
連
合
会
は
二
月
二
十
五
日
、
東
京
・

西
新
宿
の
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

平
成
十
九
年
度
島
嶼
商
工
会
地
域
活
性

化
対
策
研
究
会
議
を
開
き
、①
平
成
十
九

年
度
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
業
の

報
告
②
平
成
二
十
年
度
新
規
島
嶼
活
性

化
事
業
計
画
の
検
討
③
各
島
の
現
状
と

課
題
及
び
二
十
年
度
事
業
の
報
告
④「
財

政
基
盤
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
意
見
交

換
―
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
坂
爪
正
二
専
務
理
事
が
「
明

日
に
向
け
て
商
工
会
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
会
員
さ
ん
に
利
益
に
な
る
こ

と
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
皆
さ
ん

方
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

ま
ず
挨
拶
。
続
い
て
報
告
、
検
討
、
意

見
交
換
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

十
九
年
度
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
東
京
・
芝

公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
で
開
い
た
も

の
で
す
。「
身
近
な
と
こ
ろ
、
足
元
か
ら

品
質
を
改
良
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
、

第
一
歩
、
と
い
う
ま
と
め
が
あ
っ
た
」

な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
ま
り
ま
し
た
。
開
催
時
期
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
島
商
工
会
の
活
動
の
現
状
と
課
題

及
び
二
十
年
度
事
業
の
報
告
で
は
大
島

町
、
三
宅
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、

小
笠
原
村
、
八
丈
町
の
各
商
工
会
が
順

次
、発
表
を
し
、事
業
の
実
態
や
今
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
課
題
、

期
待
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
大

島
か
ら
は
椿
の
森
再
生
運
動
、
三
宅
村

か
ら
は
地
域
産
物
有
効
活
用
事
業
と

い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
は
二
十
年

度
事
業
の
報
告
の
後
、
挨
拶
に
立
ち
「
島

嶼
地
域
活
性
化
懇
談
会
の
案
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
大
変
、
嬉
し
い
気
持
ち
が

し
て
い
る
。
懇
談
会
で
は
皆
の
合
意
の

中
で
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
案

件
の
優
先
順
位
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
皆
が
問

題
解
決
に
努
力
し
て
く
れ

る
」
と
懇
談
会
へ
の
期
待
を

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
財
政
基
盤
の
確

立
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
で
は
山
崎
宮

治
・
当
連
合
会
事
務
局
長
が

商
工
会
財
政
に
つ
い
て
そ
の

現
状
を
説
明
、
こ
れ
を
受
け

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

八
丈
島
で「
島
嶼
地
域
活
性
化
懇
談
会
」を
開
催

19
年
度  

島
嶼
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策 

研
究
会
議
で
決
定

会
議
で
は
各
島
の
20
年
度

事
業
計
画
も
報
告

会
議
で
は
各
島
の
20
年
度

事
業
計
画
も
報
告

「活性化懇談会」の開催を決めた活性化対策研究会議

動
す
る
技
術
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
、
企
画
展
示
会
場
か
ら
足
を
運
ん
だ
来

場
者
ら
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
二
日
は
午
前
九
時
半
か
ら

展
示
会
場
で
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
、

実
行
委
員
会
に
参
加
を
し
て
い
る
十
五
商

工
会
の
会
長
ら
が
出
席
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
き
、
萬
田
貴
久
実
行

委
員
会
委
員
長
、
清
水
庄
平
立
川
市
長

ら
が
挨
拶
。
最
後
に
全
員
が
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
鳴
ら
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

（
１
面
参
照
）

２
日
間
で
約
１
万
人
が
来
場

1
3
8
企
業
・
学
校
・
団
体
が
出
展

た
ま
工
業
交
流
展
が
開
催

第
７
回

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
二

月
二
十
四
日
、
立
川
市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
立
川
で
四
十
周
年
記
念
事
業
を
行
い
、

記
念
式
典
を
開
く
と
と
も
に
、「
企
業
Ｐ

Ｒ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に

は
来
賓
と
し
て
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
、

植
村
政
人
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
、
第
十
三
・
第
十
四
代
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
ら
が
、
青
年

部
か
ら
は
各
部
長
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
ら
が
出

席
、
四
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
小
島
昌
夫
都
青
連
会
長
が

「
都
青
連
四
十
年
と
い
う
歴
史
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
次
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を

渡
す
こ
と
が
私
達
の
責
任
と
使
命
。
今
後
、

五
十
周
年
、
六
十
周
年
に
向
け
て
さ
ら
に
、

精
進
を
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。
来
賓
祝
辞

に
立
っ
た
桂
・
当
連
合
会
会
長
は
「
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
商
工
会
が
何
を
す
べ

き
か
は
あ
な
た
方
が
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
。
勇
気
を
持
っ
た
新
し
い
出
発
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
。
続
い
て
植

村
政
人
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
が
挨
拶
。

　

式
典
で
は
こ
の
後
、
こ
こ
十
年
間
の
歴

代
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に

青
年
部
褒
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
休

憩
を
挿
ん
で
四
十
周
年
の
記
念
講
演
も
開

き
ま
し
た
。

　
「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」
は
青
年
部
の
部
員

が
経
営
者
に
な
っ
て
い
る
会
社
や
、
店
を
一

般
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
、
青
年
部
褒
賞

の
表
彰
を
受
け
た
方
は
次
の
方
達
で
す
。

40
周
年
記
念
事
業
を
挙
行

40
周
年
記
念
事
業
を
挙
行

記
念
式
典
と「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」な
ど
を
実
施

記
念
式
典
と「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」な
ど
を
実
施

青
年
部
連
合
会

青
年
部
連
合
会

【
感
謝
状
贈
呈
者
】

▽
第
13
・
第
14
代
会
長
峯
岸
弘
行
▽
第
15

代
会
長
小
作
敏
之
▽
第
16
代
会
長
杉
崎
吉

則
▽
第
17
代
会
長
波
多
野
章
裕

【
青
年
部
褒
賞
表
彰
】

▽
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
主
張
発
表
優

勝
者
褒
賞　

越
沼
規
充
▽
青
年
部
員
増
強

褒
賞　

昭
島
市
商
工
会
青
年
部

小川博司指導係長が紹介
「中小機構　関東支部だより」で

新商工会長

２月19日の臨時総代会で
会長に就任されました。

宮川　清澄
みやがわ　きよすみ

ファミリーストアみやとら

① 地域に根ざした商工会づくり。各種団体との連携強
化。特に行政とのパイプ役として頑張りたい。その為
に自助努力を！。若者の元気を引き出す。

② 白砂青松の自然美にあきたらず、寸暇を惜しんで黒
松の盆栽に夢中夢中。

③ 成人病のすべてとお付き合い中。ウォーキングで汗
を流し、暴飲暴食厳禁。

④ 特になし。一滴も天地の恵み。一粒も労苦の賜もの。
感謝あるのみ。

　新島村商工会会長に新しく就任された宮川清澄

さんに①私の力点（会長として力を入れること）　
②「私は余暇をこう過ごします」　③「私は健康に
こう気をつけています」　④私の大好物―をお聞き
しました。

新島村

商工会会長紹介

（
１
面
参
照
）

小金井市商工会

「江戸東京野菜料理で
  黄金のまちおこし事業」

ラジオ日本が の

を放送

　3 月 21 日放送のラジオ日本の「中小機構　関東
支部だより」に小金井市商工会の「江戸東京野菜
料理で黄金のまちおこし事業」が取り上げられ、約
10分間、放送されました。インタビュー形式で「地
域資源活用企業化コーディネート活動等支援事業」
の代表例として事業の内容、取り組みを紹介したも
のです。
　支部だよりは国の中小企業施策を紹介、PR をし
ている番組で、小川博司指導係長は「中小企業施
策の普及にお役に立つなら…」と出演を快諾し、イ
ンタビューに応じたそうです。
　支援事業が順調にいくと、今秋には小金井市内
の飲食店で「江戸東京野菜」を使った様々な創作
料理がお目見えして、“ 伝統野菜の味 ”を楽しんで
もらえそうです。
　東京都商工会報では 3月号で同事業の内容を紹
介しています。
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二
十
年
度
の
島
嶼
活
性
化
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
替

わ
っ
て
新
た
に
「
島
嶼
地
域
活
性
化
懇

談
会
事
業
」
を
実
施
し
た
い
、
と
事
務

局
か
ら
提
案
が
行
わ
れ
、
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
間
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
に
島
の

行
政
、
漁
協
、
農
協
、
観
光
協
会
な
ど

主
要
機
関
ト
ッ
プ
が
商
工
会
の
呼
び
か

け
で
一
堂
に
会
し
、
ま
ち
お
こ
し
、
産

業
振
興
に
つ
い
て
議
論
を

し
合
う
と
い
う
も
の
で

す
。
多
摩
地
域
で
は
東
村

山
市
商
工
会
、
小
平
商
工

会
、
西
東
京
商
工
会
が
開

い
て
お
り
、
い
わ
ば
、
こ

の
島
し
ょ
版
と
な
り
ま

す
。

　

開
催
場
所
に
つ
い
て
は

商
工
会
が
島
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
八
丈
町
で
行
う
こ
と
が

　
「
連
携
と
販
路
拡
大　

多
摩
か
ら
始
ま

る
モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
多
摩
地
域

の
中
小
企
業
の
も
つ
優
れ
た
技
術
や
製
品

を
一
堂
に
展
示
す
る
「
第
七
回
た
ま
工
業

交
流
展
」
が
二
月
二
十
二
、
二
十
三
の
両

日
、
立
川
市
内
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
み

ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
花
み
ど
り
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
企
画
展
示
、
基
調
講
演

会
、
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

何
と
か
掴
も
う
、
と
二
日
間
で
約
一
万
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

企
画
展
示
に
は
百
四
十
ブ
ー
ス
に
百
三

十
八
企
業
・
学
校
・
団
体
が
出
展
を
し
、

環
境
関
連
分
野
、
機
械
・
金
属
・
電
気

機
器
分
野
、
学
校
関
連
・
協
力
団
体
、

情
報
関
連
・
ソ
フ
ト
開
発
分
野
、
そ
の
他

製
造
業
と
展
示
は
広
範
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
連
合
会
も
一
ブ
ー
ス
を
使
っ
て

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
一
部
、
経
営
相

談
、
創
業
相
談
な
ど
に
応
じ
る
と
と
も
に

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
行
っ
た
基
調
講

演
会
で
は
葉
千
栄
・
東
海
大
学
教
授
が「
中

国
経
済
の
現
況
と
日
本
の
企
業
」、
田
上

勝
俊
・
元
本
田
技
術
研
究
所
常
務
が
「
感

　

当
連
合
会
は
二
月
二
十
五
日
、
東
京
・

西
新
宿
の
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

平
成
十
九
年
度
島
嶼
商
工
会
地
域
活
性

化
対
策
研
究
会
議
を
開
き
、①
平
成
十
九

年
度
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
業
の

報
告
②
平
成
二
十
年
度
新
規
島
嶼
活
性

化
事
業
計
画
の
検
討
③
各
島
の
現
状
と

課
題
及
び
二
十
年
度
事
業
の
報
告
④「
財

政
基
盤
の
確
立
に
つ
い
て
」
の
意
見
交

換
―
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
坂
爪
正
二
専
務
理
事
が
「
明

日
に
向
け
て
商
工
会
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
会
員
さ
ん
に
利
益
に
な
る
こ

と
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
皆
さ
ん

方
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

ま
ず
挨
拶
。
続
い
て
報
告
、
検
討
、
意

見
交
換
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

十
九
年
度
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
東
京
・
芝

公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
で
開
い
た
も

の
で
す
。「
身
近
な
と
こ
ろ
、
足
元
か
ら

品
質
を
改
良
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
、

第
一
歩
、
と
い
う
ま
と
め
が
あ
っ
た
」

な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
ま
り
ま
し
た
。
開
催
時
期
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
島
商
工
会
の
活
動
の
現
状
と
課
題

及
び
二
十
年
度
事
業
の
報
告
で
は
大
島

町
、
三
宅
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、

小
笠
原
村
、
八
丈
町
の
各
商
工
会
が
順

次
、発
表
を
し
、事
業
の
実
態
や
今
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
課
題
、

期
待
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
大

島
か
ら
は
椿
の
森
再
生
運
動
、
三
宅
村

か
ら
は
地
域
産
物
有
効
活
用
事
業
と

い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
は
二
十
年

度
事
業
の
報
告
の
後
、
挨
拶
に
立
ち
「
島

嶼
地
域
活
性
化
懇
談
会
の
案
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
大
変
、
嬉
し
い
気
持
ち
が

し
て
い
る
。
懇
談
会
で
は
皆
の
合
意
の

中
で
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
案

件
の
優
先
順
位
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
皆
が
問

題
解
決
に
努
力
し
て
く
れ

る
」
と
懇
談
会
へ
の
期
待
を

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
財
政
基
盤
の
確

立
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
で
は
山
崎
宮

治
・
当
連
合
会
事
務
局
長
が

商
工
会
財
政
に
つ
い
て
そ
の

現
状
を
説
明
、
こ
れ
を
受
け

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

八
丈
島
で「
島
嶼
地
域
活
性
化
懇
談
会
」を
開
催

19
年
度  

島
嶼
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策 

研
究
会
議
で
決
定

会
議
で
は
各
島
の
20
年
度

事
業
計
画
も
報
告

会
議
で
は
各
島
の
20
年
度

事
業
計
画
も
報
告

「活性化懇談会」の開催を決めた活性化対策研究会議

動
す
る
技
術
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
、
企
画
展
示
会
場
か
ら
足
を
運
ん
だ
来

場
者
ら
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
二
日
は
午
前
九
時
半
か
ら

展
示
会
場
で
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
、

実
行
委
員
会
に
参
加
を
し
て
い
る
十
五
商

工
会
の
会
長
ら
が
出
席
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
き
、
萬
田
貴
久
実
行

委
員
会
委
員
長
、
清
水
庄
平
立
川
市
長

ら
が
挨
拶
。
最
後
に
全
員
が
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
鳴
ら
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

（
１
面
参
照
）

２
日
間
で
約
１
万
人
が
来
場

1
3
8
企
業
・
学
校
・
団
体
が
出
展

た
ま
工
業
交
流
展
が
開
催

第
７
回

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
二

月
二
十
四
日
、
立
川
市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
立
川
で
四
十
周
年
記
念
事
業
を
行
い
、

記
念
式
典
を
開
く
と
と
も
に
、「
企
業
Ｐ

Ｒ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に

は
来
賓
と
し
て
桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
、

植
村
政
人
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

会
長
、
第
十
三
・
第
十
四
代
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
ら
が
、
青
年

部
か
ら
は
各
部
長
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
ら
が
出

席
、
四
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
小
島
昌
夫
都
青
連
会
長
が

「
都
青
連
四
十
年
と
い
う
歴
史
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
次
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を

渡
す
こ
と
が
私
達
の
責
任
と
使
命
。
今
後
、

五
十
周
年
、
六
十
周
年
に
向
け
て
さ
ら
に
、

精
進
を
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。
来
賓
祝
辞

に
立
っ
た
桂
・
当
連
合
会
会
長
は
「
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
商
工
会
が
何
を
す
べ

き
か
は
あ
な
た
方
が
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
。
勇
気
を
持
っ
た
新
し
い
出
発
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
。
続
い
て
植

村
政
人
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
が
挨
拶
。

　

式
典
で
は
こ
の
後
、
こ
こ
十
年
間
の
歴

代
会
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に

青
年
部
褒
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
休

憩
を
挿
ん
で
四
十
周
年
の
記
念
講
演
も
開

き
ま
し
た
。

　
「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」
は
青
年
部
の
部
員

が
経
営
者
に
な
っ
て
い
る
会
社
や
、
店
を
一

般
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
方
、
青
年
部
褒
賞

の
表
彰
を
受
け
た
方
は
次
の
方
達
で
す
。

40
周
年
記
念
事
業
を
挙
行

40
周
年
記
念
事
業
を
挙
行

記
念
式
典
と「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」な
ど
を
実
施

記
念
式
典
と「
企
業
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」な
ど
を
実
施

青
年
部
連
合
会

青
年
部
連
合
会

【
感
謝
状
贈
呈
者
】

▽
第
13
・
第
14
代
会
長
峯
岸
弘
行
▽
第
15

代
会
長
小
作
敏
之
▽
第
16
代
会
長
杉
崎
吉

則
▽
第
17
代
会
長
波
多
野
章
裕

【
青
年
部
褒
賞
表
彰
】

▽
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
主
張
発
表
優

勝
者
褒
賞　

越
沼
規
充
▽
青
年
部
員
増
強

褒
賞　

昭
島
市
商
工
会
青
年
部

小川博司指導係長が紹介
「中小機構　関東支部だより」で

新商工会長

２月19日の臨時総代会で
会長に就任されました。

宮川　清澄
みやがわ　きよすみ

ファミリーストアみやとら

① 地域に根ざした商工会づくり。各種団体との連携強
化。特に行政とのパイプ役として頑張りたい。その為
に自助努力を！。若者の元気を引き出す。

② 白砂青松の自然美にあきたらず、寸暇を惜しんで黒
松の盆栽に夢中夢中。

③ 成人病のすべてとお付き合い中。ウォーキングで汗
を流し、暴飲暴食厳禁。

④ 特になし。一滴も天地の恵み。一粒も労苦の賜もの。
感謝あるのみ。

　新島村商工会会長に新しく就任された宮川清澄

さんに①私の力点（会長として力を入れること）　
②「私は余暇をこう過ごします」　③「私は健康に
こう気をつけています」　④私の大好物―をお聞き
しました。

新島村

商工会会長紹介

（
１
面
参
照
）

小金井市商工会

「江戸東京野菜料理で
  黄金のまちおこし事業」

ラジオ日本が の

を放送

　3 月 21 日放送のラジオ日本の「中小機構　関東
支部だより」に小金井市商工会の「江戸東京野菜
料理で黄金のまちおこし事業」が取り上げられ、約
10分間、放送されました。インタビュー形式で「地
域資源活用企業化コーディネート活動等支援事業」
の代表例として事業の内容、取り組みを紹介したも
のです。
　支部だよりは国の中小企業施策を紹介、PR をし
ている番組で、小川博司指導係長は「中小企業施
策の普及にお役に立つなら…」と出演を快諾し、イ
ンタビューに応じたそうです。
　支援事業が順調にいくと、今秋には小金井市内
の飲食店で「江戸東京野菜」を使った様々な創作
料理がお目見えして、“ 伝統野菜の味 ”を楽しんで
もらえそうです。
　東京都商工会報では 3月号で同事業の内容を紹
介しています。
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日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

6
月

7日（土） 第20回
伊豆大島トライアスロン大会

元町港周辺及び海岸道
路 スイム、バイク、ランの競技 大島町役場観光課

04992-2-1446

7日（土） ひので朝市 ひのでグリーンプラザ
駐車場

商業部会員等による即売会。普段、お店で
販売している商品を格安にて販売

日の出町商工会
042-597-0270

7日（土）～22日（日） 第20回東村山菖蒲まつり 北山公園菖蒲苑

北山公園菖蒲苑では6月に170種10万本
の花菖蒲が咲き乱れます。期間中はお琴
の演奏・野点（お茶席）・歴史散策スタンプ
ラリー・花びら染め体験・菖蒲絵はがきの
販売・写真コンクール・模擬店などのイベ
ントを開催。

東村山菖蒲まつり実行委員会
042-394-0511

14日（土）～21日（土） しきね黒潮祭 式根島 島民及び観光客参加のイベント しきね黒潮祭実行委員会
04992-7-0004

28日（土） 式根島アクアスロン大会 式根島内 3コースに分かれて行われる遠泳大会 アクアスロン実行委員会
04992-7-0004

7
月

初旬 女の子のための
サーフィンスクール 新島村　羽伏浦海岸 女子プロが親切に教えてくれるサーフィン

スクール
新島観光協会
04992-5-0048

5日（土） ひので朝市 語らいとふれあいの広場
（大久野）

商業部会員等による即売会。普段、お店で
販売している商品を格安にて販売

日の出町商工会
042-597-0270

5日（土） 式根島オープニングサマーフェ
スティバルin東風式根島ライブ 式根島　大浦海岸

式根島の夏オープニングイベント「東風」
によるライブと地元のバンドによるコン
サート

式根島観光協会（東風コンサートの
担当は新島村商工会式根島支所）
04992-7-0312

5日（土）～6日（日） 第20回くにたち朝顔市 大学通り緑地帯
（一橋大学正門南側）

国立の初夏の訪れを告げる夏の風物詩。
朝顔は1鉢1,500円。江戸風鈴も販売。チ
ビッコ七夕広場も開催。

朝顔市実行委員会
042-575-1000（国立市商工会内）

6日（日） サマーフェア
市民ふれあい音楽祭 ルネこだいら 市民参加によるアマチュア音楽祭

小平商工会
042-344-2311
小平市文化振興財団

12日（土） 新島オープン
ウォータースイミング 新島村前浜海岸 3コースに分かれて行われる遠泳の大会 ウォータースイミング実行委員会

04992-5-0240

13日（日）予定 商工まつり 新島村十三神社境内
（予定）

模擬店や、舞台、抽選会と盛りだくさんの
イベント

新島村おこし実行委員会
04992-5-1167（新島村商工会）

19日（土） あきる野映画祭映像市 五日市地域交流セン
ターまほろばホール

あきる野市に在住、在勤、在学の方が関
わった映像作品とあきる野市の映像が含
まれた作品を募集し、ビデオ上映を行う。

あきる野市映画祭実行委員会
042-558-1111

19日（土）～20日（日） 第31回みたか商工まつり 三鷹市役所 各種イベント等 三鷹商工会
0422-49-3111

20日（日） 第18回狛江古代カップ
「多摩川いかだレース」 多摩川河川敷

「多摩川五本松」を出発点に、およそ
1.3kmの区間で繰り広げる。ゴール地点で
は模擬店を開き、アトラクションも実施。

狛江古代カップ
多摩川いかだレース実行委員会
03・3480・9367

20日（日）～21日（月） むらさき祭りin四小 三鷹市立第四小学校校
庭 ステージ、模擬店、盆踊り、映画等 三鷹市商店会連合会

0422-49-3111

23日（水）～25日（金） 第36回八丈島夏まつり 商工会館通り
商工会館前広場 夜見世・イベント・大売出し抽選会等 八丈島夏まつり実行委員会

04996-2-2121

24日（木）～27日（日） あきる野映画祭 秋川キララホール 35mmフィルムによる一般作品の上映 あきる野市映画祭実行委員会
042-558-1111

26日（土）～27日（日） 第33回はむら夏まつり JR羽村駅東口周辺 参場（サンバ）踊り、人波踊り、市民模擬店
等

第33回はむら夏まつり実行委員会
042-570-0144

26日（土）～27日（日） 第8回ひのよさこい祭 日野駅前、豊田駅前、高
幡不動駅前他

鳴子を手に持った千人以上の踊り子が連
ごとに思い思いの曲にのって踊る

ひのよさこい祭実行委員会
042-581-3666

26日（土）～27日（日） 躍動 ! 狛江夏祭り 泉龍寺（狛江駅北口） 各種アトラクション　店舗出店 協賛：狛江市商工会
03-3489-0178

下旬 女の子のための
ボディーボードスクール 新島村　羽伏浦海岸 女子プロが教えてくれるボディーボードス

クール
新島観光協会
04992-5-0048
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中小企業景況調査
19年度 第４・四半期（１～３月）多摩地域商工会エリアの景況

● 採算悪化で深刻化、売上高大幅ダウンと原材料高騰の二重苦
製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

売上高DIは予想を上回る落ち込みとなった。次期も低調の見通し。経営上の問題点は引き続き１位「原材料価
格の上昇」。
売上高DIは４業種中振幅が小さいが、採算は下降線傾向。経営上の問題点、前々期から「民間需要の停滞」が
「官公需の停滞」を上回り１位。次期売上悪化。

売上高DI４業種の中で期毎に上下振幅最大。採算DIは３期連続マイナス。経営問題「大・中型店の影響」連続
１位。
売上高DI予想を25ポイント超える落ち込み。恒常的な資金繰り難状況。経営問題「材料等仕入れ単価の上昇」
数値が倍増。

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業
売  上

1～3 4～6
見通し

建設業
売  上

1～3 4～6
見通し

小売業
売  上

1～3 4～6
見通し

サービス業
売  上

1～3 4～6
見通し

調査企業の声

バブル後の在庫調整と同じ
感じがする。

安値交渉の影響で途中解約
が数件あった。

良品がほどほどの価格で売
れる世相にならないと業況は
よくならない。

4月から食材高騰で価格値上
がりによる客数の減少が心
配だ。

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　 注２．ＤＩマーク　　：＋30 ～　　：＋10 ～＋30　　：＋10 ～－10　　：－10 ～－30 　　：－30 ～　　　
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　  注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

（金属熱処理業）

（電気工事業）

（書籍・文具小売業）

（中華料理店）

f e a t u r e 多摩・島しょ地域のイベント

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
五
講
座
が
定
員
を

超
え
た
そ
う
で
す
。
二
回
目
は
二
月
十
八

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
で
十
三
店
が
参

加
、
十
五
講
座
に
二
百
三
十
九
人
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
回
目
で
も

十
二
講
座
で
定
員
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
四
十
か
ら
七
十

代
の
女
性
で
す
。
受
講
者
か
ら
は
「
毎
月

や
っ
て
ほ
し
い
」、「
二
カ
月
に
一
回
や
っ
て

ほ
し
い
」、「
定
期
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
、
繰
り
返
し
開
く
こ
と
を
望
む
声

も
強
く
、
そ
の
背
景
を
東
大
和
市
商
工
会

で
は
「
何
か
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
意
欲
が

強
く
、
加
え
て
無
料
か
ら
三
千
円
と
参
加

費
が
手
ご
ろ
な
た
め
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
二
十
七
日
に
珈
琲
倶
楽
部
で
開
い

た
「
珈
琲
の
淹
れ
方
講
座
」
で
は
男
性
三

人
、
女
性
四
人
の
合
計
七
人
が
参
加
。
店

主
の
長
澤
始
さ
ん
は
「
こ
の
道
二
十
年
で

も
こ
れ
で
良
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

話
し
な
が
ら
サ
イ
ホ
ン
な
ど
二
つ
の
淹
れ

方
を
実
地
指
導
。
最
後
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
受
講
の
成
果
で
あ
る〝
味
〞を

ケ
ー
キ
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
１
面
参
照
）

　

市
内
の
お
店
に
よ
る
、
東
大
和
市
商
工

会
の
ミ
ニ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
「
や
ま
と

塾
」
が
講
座
に
よ
っ
て
は
申
し
込
み
が
定

員
の
約
四
倍
に
な
っ
た
り
、
繰
り
返
し
開

催
を
希
望
す
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た

り
、
と
市
民
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

一
月
二
十
八
日
か
ら
の
第
二
回
目
の
参

加
者
募
集
に
お
い
て
は
申
込
者
が
殺
到
、

そ
の
日
の
午
前
中
に
定
員
に
達
し
た
講
座

が
三
つ
を
数
え
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
「
や
ま
と

塾
」
は
東
京
都
の
補
助
を
受
け
、
十
九
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
我
が
ま
ち
再

発
見
！
ぶ
ら
り
・
東
京
や
ま
と
路
事
業
」

の
一
環
。
地
元
の
店
や
店
主
の
魅
力
を
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
事

業
で
す
。
ス
ク
ー
ル
は
店
が
教
室
、
店
主

が
講
師
、
市
民
が
生
徒
に
な
り
ま
す
。
市

民
に
店
主
の
豊
か
な
知
識
、
豊
富
な
技
術

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
店
や
店
主
へ
の

市
民
の
理
解
も
深
ま
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
で
こ
れ
ま
で
に
二
回
行
い
ま

し
た
。
一
回
目
は
昨
年
十
一
月
十
八
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
で
十
二
店
が
参
加
、
十

三
講
座
に
百
四
十
三
人
の
申
し
込
み
が
あ

■
申
し
込
み
が
定
員
の
約
４
倍
の
講
座
も
。
繰
り
返
し
開
催
希
望
も
多
数

■
店
主
の
豊
か
な
知
識
、
豊
富
な
技
術
を
伝
授

心を躍らせましょう。
イベントを楽しもう。

大特集
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月月月

66666 7月月月7

E V E N T〉〉〉
Part

20

「
や
ま
と
塾
」
好
評

ミ
ニ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

東
大
和
市
商
工
会
の
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日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

6
月

7日（土） 第20回
伊豆大島トライアスロン大会

元町港周辺及び海岸道
路 スイム、バイク、ランの競技 大島町役場観光課

04992-2-1446

7日（土） ひので朝市 ひのでグリーンプラザ
駐車場

商業部会員等による即売会。普段、お店で
販売している商品を格安にて販売

日の出町商工会
042-597-0270

7日（土）～22日（日） 第20回東村山菖蒲まつり 北山公園菖蒲苑

北山公園菖蒲苑では6月に170種10万本
の花菖蒲が咲き乱れます。期間中はお琴
の演奏・野点（お茶席）・歴史散策スタンプ
ラリー・花びら染め体験・菖蒲絵はがきの
販売・写真コンクール・模擬店などのイベ
ントを開催。

東村山菖蒲まつり実行委員会
042-394-0511

14日（土）～21日（土） しきね黒潮祭 式根島 島民及び観光客参加のイベント しきね黒潮祭実行委員会
04992-7-0004

28日（土） 式根島アクアスロン大会 式根島内 3コースに分かれて行われる遠泳大会 アクアスロン実行委員会
04992-7-0004

7
月

初旬 女の子のための
サーフィンスクール 新島村　羽伏浦海岸 女子プロが親切に教えてくれるサーフィン

スクール
新島観光協会
04992-5-0048

5日（土） ひので朝市 語らいとふれあいの広場
（大久野）

商業部会員等による即売会。普段、お店で
販売している商品を格安にて販売

日の出町商工会
042-597-0270

5日（土） 式根島オープニングサマーフェ
スティバルin東風式根島ライブ 式根島　大浦海岸

式根島の夏オープニングイベント「東風」
によるライブと地元のバンドによるコン
サート

式根島観光協会（東風コンサートの
担当は新島村商工会式根島支所）
04992-7-0312

5日（土）～6日（日） 第20回くにたち朝顔市 大学通り緑地帯
（一橋大学正門南側）

国立の初夏の訪れを告げる夏の風物詩。
朝顔は1鉢1,500円。江戸風鈴も販売。チ
ビッコ七夕広場も開催。

朝顔市実行委員会
042-575-1000（国立市商工会内）

6日（日） サマーフェア
市民ふれあい音楽祭 ルネこだいら 市民参加によるアマチュア音楽祭

小平商工会
042-344-2311
小平市文化振興財団

12日（土） 新島オープン
ウォータースイミング 新島村前浜海岸 3コースに分かれて行われる遠泳の大会 ウォータースイミング実行委員会

04992-5-0240

13日（日）予定 商工まつり 新島村十三神社境内
（予定）

模擬店や、舞台、抽選会と盛りだくさんの
イベント

新島村おこし実行委員会
04992-5-1167（新島村商工会）

19日（土） あきる野映画祭映像市 五日市地域交流セン
ターまほろばホール

あきる野市に在住、在勤、在学の方が関
わった映像作品とあきる野市の映像が含
まれた作品を募集し、ビデオ上映を行う。

あきる野市映画祭実行委員会
042-558-1111

19日（土）～20日（日） 第31回みたか商工まつり 三鷹市役所 各種イベント等 三鷹商工会
0422-49-3111

20日（日） 第18回狛江古代カップ
「多摩川いかだレース」 多摩川河川敷

「多摩川五本松」を出発点に、およそ
1.3kmの区間で繰り広げる。ゴール地点で
は模擬店を開き、アトラクションも実施。

狛江古代カップ
多摩川いかだレース実行委員会
03・3480・9367

20日（日）～21日（月） むらさき祭りin四小 三鷹市立第四小学校校
庭 ステージ、模擬店、盆踊り、映画等 三鷹市商店会連合会

0422-49-3111

23日（水）～25日（金） 第36回八丈島夏まつり 商工会館通り
商工会館前広場 夜見世・イベント・大売出し抽選会等 八丈島夏まつり実行委員会

04996-2-2121

24日（木）～27日（日） あきる野映画祭 秋川キララホール 35mmフィルムによる一般作品の上映 あきる野市映画祭実行委員会
042-558-1111

26日（土）～27日（日） 第33回はむら夏まつり JR羽村駅東口周辺 参場（サンバ）踊り、人波踊り、市民模擬店
等

第33回はむら夏まつり実行委員会
042-570-0144

26日（土）～27日（日） 第8回ひのよさこい祭 日野駅前、豊田駅前、高
幡不動駅前他

鳴子を手に持った千人以上の踊り子が連
ごとに思い思いの曲にのって踊る

ひのよさこい祭実行委員会
042-581-3666

26日（土）～27日（日） 躍動 ! 狛江夏祭り 泉龍寺（狛江駅北口） 各種アトラクション　店舗出店 協賛：狛江市商工会
03-3489-0178

下旬 女の子のための
ボディーボードスクール 新島村　羽伏浦海岸 女子プロが教えてくれるボディーボードス

クール
新島観光協会
04992-5-0048
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中小企業景況調査
19年度 第４・四半期（１～３月）多摩地域商工会エリアの景況

● 採算悪化で深刻化、売上高大幅ダウンと原材料高騰の二重苦
製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

売上高DIは予想を上回る落ち込みとなった。次期も低調の見通し。経営上の問題点は引き続き１位「原材料価
格の上昇」。
売上高DIは４業種中振幅が小さいが、採算は下降線傾向。経営上の問題点、前々期から「民間需要の停滞」が
「官公需の停滞」を上回り１位。次期売上悪化。

売上高DI４業種の中で期毎に上下振幅最大。採算DIは３期連続マイナス。経営問題「大・中型店の影響」連続
１位。
売上高DI予想を25ポイント超える落ち込み。恒常的な資金繰り難状況。経営問題「材料等仕入れ単価の上昇」
数値が倍増。

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業
売  上

1～3 4～6
見通し

建設業
売  上

1～3 4～6
見通し

小売業
売  上

1～3 4～6
見通し

サービス業
売  上

1～3 4～6
見通し

調査企業の声

バブル後の在庫調整と同じ
感じがする。

安値交渉の影響で途中解約
が数件あった。

良品がほどほどの価格で売
れる世相にならないと業況は
よくならない。

4月から食材高騰で価格値上
がりによる客数の減少が心
配だ。

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　 注２．ＤＩマーク　　：＋30 ～　　：＋10 ～＋30　　：＋10 ～－10　　：－10 ～－30 　　：－30 ～　　　
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　  注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

（金属熱処理業）

（電気工事業）

（書籍・文具小売業）

（中華料理店）

f e a t u r e 多摩・島しょ地域のイベント

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
五
講
座
が
定
員
を

超
え
た
そ
う
で
す
。
二
回
目
は
二
月
十
八

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
で
十
三
店
が
参

加
、
十
五
講
座
に
二
百
三
十
九
人
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
回
目
で
も

十
二
講
座
で
定
員
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
四
十
か
ら
七
十

代
の
女
性
で
す
。
受
講
者
か
ら
は
「
毎
月

や
っ
て
ほ
し
い
」、「
二
カ
月
に
一
回
や
っ
て

ほ
し
い
」、「
定
期
的
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
、
繰
り
返
し
開
く
こ
と
を
望
む
声

も
強
く
、
そ
の
背
景
を
東
大
和
市
商
工
会

で
は
「
何
か
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
意
欲
が

強
く
、
加
え
て
無
料
か
ら
三
千
円
と
参
加

費
が
手
ご
ろ
な
た
め
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
二
十
七
日
に
珈
琲
倶
楽
部
で
開
い

た
「
珈
琲
の
淹
れ
方
講
座
」
で
は
男
性
三

人
、
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性
四
人
の
合
計
七
人
が
参
加
。
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主
の
長
澤
始
さ
ん
は
「
こ
の
道
二
十
年
で

も
こ
れ
で
良
い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

話
し
な
が
ら
サ
イ
ホ
ン
な
ど
二
つ
の
淹
れ

方
を
実
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最
後
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和
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の
中
で
受
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の
成
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で
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ま
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。
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市
内
の
お
店
に
よ
る
、
東
大
和
市
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会
の
ミ
ニ
カ
ル
チ
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や
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」
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講
座
に
よ
っ
て
は
申
し
込
み
が
定

員
の
約
四
倍
に
な
っ
た
り
、
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り
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催
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が
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数
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、
と
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民
か
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を
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し
て
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ま
す
。

　

一
月
二
十
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日
か
ら
の
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回
目
の
参
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者
募
集
に
お
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て
は
申
込
者
が
殺
到
、

そ
の
日
の
午
前
中
に
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に
達
し
た
講
座

が
三
つ
を
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え
ま
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た
。
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や
ま
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」
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京
都
の
補
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、
十
九
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度
か
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取
り
組
ん
で
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る
「
我
が
ま
ち
再

発
見
！
ぶ
ら
り
・
東
京
や
ま
と
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事
業
」

の
一
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。
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元
の
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や
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主
の
魅
力
を
多

く
の
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に
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て
も
ら
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と
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す
。
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は
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、
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、
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な
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す
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民
に
店
主
の
豊
か
な
知
識
、
豊
富
な
技
術

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
店
や
店
主
へ
の

市
民
の
理
解
も
深
ま
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
で
こ
れ
ま
で
に
二
回
行
い
ま

し
た
。
一
回
目
は
昨
年
十
一
月
十
八
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
で
十
二
店
が
参
加
、
十

三
講
座
に
百
四
十
三
人
の
申
し
込
み
が
あ

■
申
し
込
み
が
定
員
の
約
４
倍
の
講
座
も
。
繰
り
返
し
開
催
希
望
も
多
数

■
店
主
の
豊
か
な
知
識
、
豊
富
な
技
術
を
伝
授

心を躍らせましょう。
イベントを楽しもう。

大特集

月月
月月月
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「
や
ま
と
塾
」
好
評

ミ
ニ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

東
大
和
市
商
工
会
の
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人
事
交
流

　

当
連
合
会
と
各
商
工
会
は
四
月
一
日
付

で
職
員
の
定
期
人
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、引
き
続
き
前
任
者
と
同
様
に
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
（
４
月
１
日
）▽
三
鷹
・
事
務
局
長
（
都

連
・
地
域
振
興
課
長
・
專
経
）
村
野
哲

也
▽
三
鷹
・
主
事
・
経
指
（
三
鷹
・一
般
職
・

補
助
）
吉
田
千
尋
▽
三
鷹
・
一
般
職
・
補

助
員
（
三
鷹
・
一
般
職
・
記
専
）
海
老
澤

秀
明
▽
三
鷹
・
一
般
職
・
記
専
（
三
鷹
・

一
般
職
・
一
般
）
石
井
隆
司

　

▽
国
分
寺
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
（
国

分
寺
市
・
係
長
・
経
指
）
酒
井
一
成
▽
国

分
寺
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新
規
採
用
）

吉
田
直
哉
▽
日
野
市
・
課
長
補
佐
・
経

指
（
日
野
市
・
指
導
係
長
・
経
指
）
植

竹
規
悦
▽
清
瀬
・
主
事
・
経
指
（
西
東
京
・

一
般
職
・
補
助
員
）
谷
口
光
輝
▽
小
平
・

課
長
・
経
指
（
西
東
京
・
課
長
・
経
指
）

設
楽
正
広
▽
小
平
・
係
長
・
経
指
（
小
平
・

主
任
・
経
指
）
尾
山
ひ
ろ
み

　

▽
西
東
京
・
課
長
・
経
指
（
都
連
・

組
織
支
援
課
課
長
補
佐
・
商
指
）
竹
内

通
孝
▽
西
東
京
・
係
長
・
経
指
（
西
東
京
・

主
任
・
経
指
）
菅
原
康
宏
▽
西
東
京
・

主
任
・
経
指
（
西
東
京
・
主
事
・
経
指
）

小
林
稔
▽
西
東
京
・
主
事
・
補
助
員
（
調

布
市
・
主
事
・
補
助
員
）
荒
牧
広
美
▽

狛
江
市
・
主
任
・
記
専
（
狛
江
市
・
主
事
・

記
専
）
菊
地
さ
と
み

　

▽
調
布
市
・
商
工
振
興
係
長
・
経
指
（
調

布
市
・
主
任
・
経
指
）
小
山
崇
▽
調
布
市
・

主
事
・
経
指
（
都
連
・
地
域
振
興
課
・

研
修
生
）
溝
渕
慎
之
輔
▽
調
布
市
・
一
般

４月１日に行われた辞令交付式。
辞令は会長から一人ひとりに手
渡されました。

新事務局長新事務局長

前田濱子
（新島村）

峰尾達雄
（稲城市）

伊藤清
（瑞穂町）

村野哲也
（三鷹）

職
・
補
助
員
（
調
布
市
・
一
般
職
・
記
専
）

吉
川
和
良
▽
調
布
市
・
一
般
職
・
記
専
（
国

分
寺
市
・
一
般
職
・
記
専
）
山
本
浩
司

　

▽
福
生
市
・
係
長
・
経
指
（
あ
き
る
野
・

主
任
・
経
指
）
森
田
陽
一
▽
福
生
市
・
一

般
職
・
補
助
員
（
福
生
市
・
一
般
職
・
記
専
）

竹
田
剛
▽
福
生
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新

規
採
用
）
竹
内
貴
之
▽
東
村
山
市
・
業
務

課
長
・
経
指
（
清
瀬
・
課
長
補
佐
）
仲
根

秀
和
▽
東
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
（
武

蔵
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
）
多
田
満

　

▽
国
立
市
・
一
般
職
・
記
専
（
国
立
市
・

一
般
職
・
一
般
）
西
家
徹
▽
国
立
市
・
一

般
職
・
一
般
（
新
規
採
用
）
鈴
木
俊
介
▽

あ
き
る
野
・
主
事
・
経
指
（
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
補
助
員
）
齊
藤
政
幸
▽
あ
き
る

野
・
経
指
・
一
般
職
・
補
助
員
（
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
一
般
）
仲
條
元
太
▽
あ
き
る
野
・

一
般
職
・
一
般
（
新
規
採
用
）
渡
部
順
一

▽
武
蔵
村
山
市
・
一
般
職
・
記
専
（
新
規

採
用
）
清
水
正
樹

　

▽
稲
城
市
・
事
務
局
長
（
瑞
穂
町
・

事
務
局
長
）
峰
尾
達
雄
▽
稲
城
市
・
課

長
補
佐
・
経
指
（
稲
城
市
・
指
導
係
長
・

経
指
）
石
坂
裕
二
▽
羽
村
市
・
課
長
補
佐
・

経
指
（
羽
村
市
・
係
長
・
経
指
）
酒
本

幸
宏
▽
羽
村
市
・
主
任
・
経
指
（
羽
村
市
・

主
事
・
経
指
）
遠
藤
俊
昭

　

▽
瑞
穂
町
・
事
務
局
長
（
東
村
山
市
・

業
務
課
長
）
伊
藤
清
▽
昭
島
市
・
業
務

係
長
・
経
指
（
調
布
市
・
商
工
振
興
係
長
・

経
指
）
池
谷
主
税

　

▽
新
島
村
・
事
務
局
長　

前
田
濱
子

　

▽
都
連
・
地
域
振
興
課
長
・
専
経
（
昭

島
市
・
業
務
係
長
・
経
指
）
海
和
将
也

▽
都
連
・
組
織
支
援
課
課
長
補
佐
・
商

指
（
小
平
・
係
長
・
経
指
）
吉
岡
正
▽
都
連
・

総
務
課
主
任
・
商
指
（
総
務
課
主
事
・

商
指
）
石
川
善
則
▽
都
連
・
地
域
振
興
課
・

研
修
生（
東
村
山
市
・一
般
職
・
記
専
）佐
々

木
規
之
▽
都
連
・
総
務
課
長
・
商
指　

中
村
幸
夫

　
【
退
職
】　
（
３
月
31
日
）
三
鷹
・
事
務

局
長
＝
定
年
退
職
＝
高
橋
幸
雄
、
三
鷹
・

主
事
・
経
指　

佐
野
良
子
、
福
生
市
・
一

般
職
補
助
員　

諏
佐
洋
、
国
立
市
・
一
般

職
・
記
専　

小
山
正
好
、
稲
城
市
・
事

務
局
長
＝
定
年
退
職
＝
山
崎
実
、
新
島

村
事
務
局
長
＝
定
年
退
職
＝
岩
本
泉
、

都
連
・
総
務
課
長
・
商
指　

安
田
弘

　
（
4
月
15
日
）
大
島
町
・
一
般
・
記
専

鶴
崎
寛
子

①
専
経
は
専
門
経
営
指
導
員 

②
商
指
は
商

工
会
指
導
員 

③
経
指
は
経
営
指
導
員 
④
記

専
は
記
帳
専
任
職
員―

の
略
で
す
。
市
町

村
名
は
商
工
会
名
で
す
。

ないよう

たま工業交流展

▼第7回たま工業交流展は138企業・学校・団体が出展をし
ました。超精密部品の加工企業やハイテク機器のメーカーが揃
い、多摩の技術レベルの高さを改めて感じさせていました ▼青
年部連合会40周年記念事業の「企業PRフェア」は41企業・
青年部が出展。幟を立てたり、壁にポスターを貼ったりして商
品や、事業のPRに力を入れました ▼東大和市商工会の“やま
と塾”「珈琲の淹れ方講座」では豆、器具、温度など一つひと
つを店主が説明。受講者はこれまでの淹れ方との違いに驚いた
り、納得したりしていました。 （５面、６面参照）

19年度  第2回臨時総会を開催

▲ 商工会長らがずらりと顔を揃えた  たま工業交流展のオープニングセレモニー　

▲ 部員ががっちりスクラムを組んで取り組んだ青年部連合会の40周年記念式典　

▲ 終始、和やかな雰囲気に包まれた東大和市商工会の“やまと塾”「珈琲の淹れ方講座」　

第７回

八丈島で「島嶼地域活性化懇談会」を開催
● 新商工会長・商工会会長紹介
● 2日間で約１万人が来場　第7回たま工業交流展
● 40周年記念事業を挙行　青年部連合会
● 東大和市商工会のミニカルチャースクール「やまと塾」が好評
● 多摩地域商工会エリアの景況
● 多摩・島しょ地域のイベント　大特集Part20

● 

● 

● 

当連合会の窓口で「経営革新計画」の相談や
申請が可能に

都青連40周年記念事業
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